
令和７年度補助事業の概要 

（公益社団法人 伊勢湾海難防止協会） 

 

１ 調査研究事業 （事業名：令和７年度 外国船舶の航行安全対策に関する調査研究） 

平成 25 年度に実施した同調査研究では、伊勢湾、三河湾及

び、湾内４特定港（名古屋港・四日市港・衣浦港・三河港）の

航行安全情報を整理し、「伊勢湾・三河湾海上交通安全情報

図」（日本語・英語・中国語・韓国語）として公表している。

海上交通安全情報図の作成公表から10年が経過。伊勢湾、三

河湾、各特定港における航行環境が変化し、自然災害（台風・

地震津波）に対応した船舶事故防止への対策強化が図られて

いることから、最新の航行安全情報について調査し、調査結

果に基づき、海上交通安全情報図の更新（改訂）を行った。改

訂版については、印刷物、会報、協会HP等により広く利活用

を図ることとしている。 

 

２ 周知宣伝事業 

 （1）海難防止活動 

    海難防止強調運動推進東海地方連絡会議（構成員：41 団体機関）を主催し、海の事故ゼ

ロキャンペーン（7/16～7/31）を推進した。 同キャンペーン活動では、メディアを活用し

た周知活動、集客施設での広報活動、イベントでの啓発活動、海上安全教室、安全パトロ

ール等、各地区において積極的に展開した。 

    また、霧海難ゼロキャンペーンについては、19年に及ぶ活動の中、視界不良時の海難発

件数は低減し、令和元年以降は０件となるなど、⼀定の施策効果があると判断されたこと

から、令和６年度で終了した。なお、令和７年度からは、春先から梅雨期にかけての伊勢

湾三河湾は、霧の多発期であることから、リーフレット等を活用した霧海難防止に係る啓

発活動に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）会報の発行 

     当協会の事業活動（調査研究事業・

海難防止活動等）を会員等に広く周知

し、海上交通の安全確保に寄与するこ

とを目的として、年２回、会報「伊勢

海報」を発行している。 

令和７年度は４月に 143号、10月に

144号を発行した。 

 

【記載内容の一例】 

（伊勢湾における自主規制航路図） 

【霧海難ゼロリーフレット】 【キャンペーンポスター】 【海の事故ゼロキャンペーン活動の一例】 


